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｢むつ小川原・石油備蓄基地建設予定地」における"活断層''問題

－とくに,厨島弧変動論”の立場から－
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（Abstract）

TheJapanPetroleumDevelopmentCooperationisplanningtoconstructapetro-chemical

complexinthenorthwestofTnkahokonumao（theShimokitaPeninsula，AomoriPre[ecture、

Ｉｎｔｈｅｓｏｕｔｈｏｆｔｈｅｐｒｏｊｅｃｔｅｄｓｉｔｅ，atectonicvalleyisin[erredtoextend（ｒｏｍａｂｏｕｔ４ｋｍ

ｓｏｕｔｈｏｆｉｔ，runninginanorth-southdirection（１：50,OOOGeologicalMapofHiranuma，１９７０）．

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，inthenorthernarea，fromabout4kmnorth-northeastoftｈｅｓｉｔｅ，ａｆａｕｌｔ

ｏ［ａｎorth-mortheasttrendisdeveIoped（l:50,OOOGeologicaIMapofMutsu二Yokohama，１９７０）．

ThepresentwritersassumedthatthｅｔｅｃｔｏｎｉｃｖａＩＩｅｙｃｏｕｌｄｂｅａｎａｃｔｉｖｅfaultofayoungage

andinvestigatedthegeologyofthetectonicval］eyandsurroundingareas・ＡｓａｒｅｓｕＩｔ，ｔｈｅ（ｏ－

ｌＩｏｗｉｎｇｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎｈａｓｂｅｅｎｒｅａｃhed，

Ｔｈｅ｛ａｕｌｔｓｄｅｖｅｌｏｐｅｄｉｎｔｈｅｖｉｃｉｎｉｔｙｏＩｔｈｅｔｅｃｌｏｎｉｃｖａｌｌｅｙａｒｅｃｏｌｌａｐｓｅ－ｔypefaultsthat

wereformedjustpriortothedepositiono（ｔｈｅShimosueyoshiloamandbeforethedeposition

olthelhchikawaloam（from140,ＯＯＯｔｏｌ３,OOOyearsago），ａｎｄｍｏｓｔｏｆｔｈｅｓｅａｃｔｉｖｅｆａｕｌｔｓ

ａｒｅｎｏｒｍａＩｌａｕＩｔｓ、

Ｔｈｅｔｈｒｏｗｏ（ｔｈｅｓｅｆａｕｌｔｓｄｏｅｓｎｏｔｓｅｅｍｔｏｂｅｖｅｒｙｌａｒｇｅ，ａｎｄａｓｔｈｅｙａｒｅｍｏｓｔｌｙｎｏｒｍａｌ

｢aｕｌｔｓｔｈｅｓｃａｌｅｏｆｆａｕｌｔｉｎｇｍａｙｎｏｔｈａｖｅｂｅｅｎｌａｒｇｅｒｅlatively・AIthoughtheybelongundouト
Ｄ

Ｌｅｄｌｙｔｏｔｈｅｃａｔｅｇｏｒｙｏｌａｃｔｉｖｅｆａｕ1ｔ，ｔｈｅｉｒｆｏｒｍａｔｉｖｅｐｅｒｉｏｄｉｓｓｔｉｌｌａｑｕｅｓｔｉｏｎ．Ｉｔｉｓｕｎ－

ｃｅｒｔａｉｎｗｈｅｔｈｅｒｏｒｎｏｔｔｈｅｙｗｅｒｅｆｏｒｍｅｄｉｎｔｈｅＬａｔｅＰｌｅｉｓｔoceneperiod，ｔｈｅａｇｅｗｈｉｃｈｒｅｑ－

ｕｉｒｅｓｓｐｅｃｉａｌａｔｔeｎｔｉｏｎａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏｍａｎｙｒｅｓearchers、Ａｆｔｅｒａｌｌ，ｉｔｉｓｄｅｓｉｒｅｄｔｏｉｎｖｅｓｔｉ－

ｇａｔｅｔｈｅｆａｕＩｔｓｍｉｎｕｔｅｌｙａｎｄｗｏｒｋｏｕｔａｍｅａｓｕｒｅｔｏｍｅｅｔｔｈｅｓｉｔｕａｔｊｏｎ・Excavationwouldbe

anappropriateｗａｙｔｏｋｎｏｗｉｆｔｈｅｓｅfaultsaredevelopedunderthebase・

Inthispaperthewriterspresenttheirdoubtsabouttheinvestigationｓｏｎｔｈｅａｃｔｉｖｅｌａｕｌｔｓ

*新潟大学積雪地域災害研究センター＊＊弘前大学教鍵部地学研究室＊*＊青森県立八戸高等学校

-9-



hiddenundergroundorintheareaslackinginQuaternaryformations・Thewritersalsoexpress

theirviewｓａｇａｉｎｓｔｔｈｅｃｏｍｍｏｎｓａｙｉｎｇｔｈａｔａｔｏｏｓｔｒｉｃｔｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎｏｆａｃｔｉｖｅｆａｕｌｔinsucha

countryasJapanwouldimpedetheengineeringplans，andalsoagainstsomeintellectuaIper-

sonswhocommentthatJapanesegeologistsshouldmakemoreeffortstopopularizetheconcept

ｏｆａｃｔｉｖｅｌａｕｌｔａｍｏｎｇｔｈｅＩｅｓｓ－ｉｎｆｏrmedgeneralpublic．

Ｉまえがき

たかＯＢど

青森県下ｺﾞﾋ半島の鷹架沼北西方に，「石油公団」による石油備蓄基地建設の準備が進み，その開発起工

式が，去る1979年11月末に予定されていた。これより先に，筆者らは，この地域の地質構造を記載した

青森県発行の「むつ小川原開発地域，土地分類基本調査報告書」の「平沼」ならびに「陸奥横浜」の説明

書と地質図を検討した結果，石油備蓄基地建設予定地一以下，基地と略称する－に，いわゆる活断層

が発達するのではないかとの疑念をもつようになっていた。そこで，とくに「平沼」の説明書が構造谷と

している南北方向の地形がどのような地質学的背景をもつか，それが，いわゆる活断層と関係のある構造

を内包するかなどといった諸点について，野外で検討をすすめることにした。幸い，本地域の地質と地質

構造については，著者の1人藤田が約２０年前に，他の協力者とともに詳細な調査をすすめており（柴崎

ほか，1958)，また,･著者の1人松山も，他の協力者とともに，この付近のローム層の地質調査をすすめ

ていたので，今回の検討に当って，それらの成果をとり入れることができたことをここにおことわりして

おく。本小論は，上記にのべた検討の結果からえられた基地における活断層問題についての見解と，嘘島

弧変動，'の角度からみた“活断層,,についての２，３の意見をのべたものである。

Ⅱ基地の南北両側における断層群

さきにあげた「平沼」の５万分の１地質図には，基地南方約４kｍ付近へ，南方から流れ下り東へ折れ
うしらがわ ど嘘

て鷹架沼へ注ぐ後川と，さらに，その南方の土場１１１とをつなぐ，細長い低地帯が，一種の構造谷一断層

や摺曲や層相差などが原因で生じた狭長な凹地一であろうことが指摘されており，また，この構造谷地
らたる

形の北方どんづまりにあたる千樽部落北方Iとは，東方へ約８０，１０ほどおちこんだ断層が記載されている｡た

だし，この断層は，第四紀の野辺地層におおわれているとしている。断層の性格はともあれ，この南北方

向の断層がそのまま北方へ発達しているとすれば，基地を横切ることになる（図－１）。一方，同じく，

「陸奥横浜」の５万分の１地質図にも，基地の北北東４kｍ付近から，さらに北北東方向に向かって断層が

発達すると記載されている。この断層がそのまま南南西方向へと発達すれば，基地下に連続する可能性も

ある（図－１）。

垣見らの作成した活断層図（１９７８)によると，本地域には活断層の存在を印していないが，下北半島北
ななのへ

部と，基地の北北東方には，」上北東～南南西方向の活断層が記載されている。なお，本地域西方の七戸付

近では，十勝沖地震のさいに,南東～北西方向の断層帯とみられる地帯にそって，被害が集中したという報

告（加納ほか，１９６８）もなされている。このように，本地域の周辺には，南北方向，北北東～南南西方

向などの断層が発達し，それにそって災害が集中したことが知られているので，基地下に想定される断層

のことを気にしないわけにはいかない。

そこで，筆者らは，まず，さきにのべた基地南方の，いわゆる構造谷といわれている低地帯の地質調査

を行い，断層の発達状況を確かめることにしたがその結果は次項でのべる。また，この低地帯には，もと
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もとローム層が分布していないので，

低地帯の西方の，ローム層が厚く発達

する丘陵部で，かねてより気付いてい

た，この低地帯に発達する断層群と同

じ性格と認められる断層群を調査し，

これらの断層群の活動時期を調べた。

その結果についても次項でのべること

にする。

上
I－－－－－
－－－－－ｌ

陸 ③
回

Ⅲ基地南方の断層群
奥

筆者らは，まず，構造谷といわれて

いる後川流域における３か所で断層を

確認した。

第１の地点（図－１の①）では，こ

の付近の基盤をなしている，中新統上

部の鷹架層内部に断層が発達している。

上位に第四系が発達していないので，

活動年代を推定する資料はない。断層

面の走向は北60.西,傾斜は５５p北で，

正逆の関係は不明である。断層には幅

４０～６０cmiていどの破砕帯を伴って

いる。破砕した岩片は手で剥すことが

できる程度の固結度を示している。し

鷲架招
上

こつ湾

ｌ北
１０淋

鴬ﾄﾞデ鴬熊 東北町

LＭ

ｌ」

図－１青森県上北郡の地形と調査地点できる程度の固結度を示している。し
番号が調査地点（横スケールは１０kｍ） たがって，この断層の形成期は，それ

Ｆｉｇ．１ＡｍａｐｏｆＫａｍｉｋｉｔａ－ｇｕｎ，Aomoriprefectur
ほど古い時代とは考えられない。しか

ｎｕｍｂｅｒ：surveyedpoints
し，この断層の走向からみると，これ

が基地下へ延びることはないであろうが，この断層の破砕状況は，この付近の断層のうちには，かなり新

しい時代に形成されたものがあることを物語る資料となっている。

断層の次の露頭は，図－１の②であるが，この付近の断層は，さきの土地分類基本調査「平沼」の５万

分の１地質図が断層とした地点である｡ここでは，断層そのものを観察できる露頭はない。南北に解析さ

れた小さい沢を間にして，その両側に分布する甲地層（柴崎ほか，１９５８）－坪沼｣の地質図（1970）

によると浜田層一の層相がいちじるしくちがっていることから断層と推定することができる。したがっ

て’この断層が，第四妃の野辺地層とどのような関係にあるのかははっきりしない。ちなみに，すでにふ

れたように，平沼の地質断面図ではこの断層が野辺地層におおわれているとしている。

第３の断層の露頭は図－１の③の地点にある。この露頭は，後川の流れが，低地帯の中央で蛇行した小

川の北岸に露出している。

南面したこの露頭のスケッチを図－２に示した（写真２と３参照）。幅約３０ｍに及ぶ露頭では，臘架

層に属する凝灰質砂岩や含貝化石砂層ならびに軽石凝灰岩層と，わずかな野辺地層のルーズな砂層が，５
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すからみ

写真，２柵地域の断層（図－１③地点）

手前の白地（膳架層の軽石凝灰岩）と黒地（野辺地

層）との境が逆断層（Ｐ１１ｏ[o’３と同じ）

Photo､２ａ［aultatSukaramiarea（IOC.､。.③
ｉｎＦｉｇ．1）

ちだる

写真，１千樽部落におけるlimI架層の砂質

シルト岩内の断層（図－１，①地点）
Photo,ｌＡｆａｕｌｔｉｎｔｈｅｓｉｌｔｓｔｏｎｅｏｆｔｈｅ

ｌｎｋahokofｏｒｍａｔｉｏｎａｔｔｈｅＣｈｉｄａｒｕｖｉ－

Ｉｌａｇｅ（locmoj①ｉｎＦｉｇ．１）

本の断層群によってブロック化されて接しているのが

観察できる。中新統の騰架liyiと第四紀の野辺地iiiの区

別は，層相によって行った。なお，この露頭の東方数

１０ｍの付近に，広く野辺地層

篭妻議三三三三二琴
の砂層か分布している。この

図[|]の野辺地屑が臓架liVi所属

のものではないかという疑問

も残るが，その臓相や上記の２－ も残るが，その１簡相や上記の

ｌ…＿分布,ならびに,この付近の
０ ５ｍ

Ｔからみ

鷹架１画と野辺地lIifiの砂IIiiの不
図－２柵東方，後111流域の露頭のスケッチ（③地点）

粗点部：臘架層の砂岩，ハ印：凝灰岩・凝灰質，渦巻印：海棲貝化薙合関係にはしばしばアバッ
石，Ｔ：臓架層，Ｎ：野辺地層，写真２．３はＮ印付近を示す。 卜関係がみられることからし

Ｆｉｇ．２Ａｓｋｅｔｃｈｏ｛aOulcropattheeasternparto［Sukaraml
neartheUshirogawarlVer、 て，このような部分が断層で

切られるとすれば，図のよう

な関係を示し易いと判断できることなどから，この砂層を野辺地層所属のものと肢終的に判断したのであ

る。

走向は，いずれも，北6P西から北４０.東までというように，南北`性のものばかりであり，ほぼ，この付

近の後lllの流れの方向を示している。傾斜はすべて，６０～70轡と高角を示している。

図の左端の腿架層の軽石凝灰岩は野辺地層の砂層に対して衝上しているので，この断liYiだけは逆断屑で

あるが，他の断層はすべて正断層である。このような断層の関係は，地層が，多くの高角の断臓群でブロ

ック化する場合に現れる現象と解釈することができる。

以上のような関係からして，少くとも③地点の断層群は，第四紀前半期の野辺地IW1を切って発達してい

－１２－
























